
 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、学校朝会で生徒たちに次のような話をしました。 

『アメリカの大統領がくり返し発言しています。「辞書の中で最も美しい言葉は…」さて、何だと言っているので

しょうか？ そうですね、「関税」だと言っています。もちろん、その発言は政治的な思惑やねらいがあり、関係

諸国との駆け引きの中で言っていることとは思いますが…。ちなみに、それを受けてわが国の首相は、最も美し

いと思う言葉は何ですかと国会で質問され、「ふるさと」だと答弁しています。 

さて、みなさんが考える「最も美しい言葉」とは何でしょうか？ 今日は、私の体験から「最も美しい言葉」

についてお話しします。 

ちょうど今のように寒波が押し寄せる時季になると思い出すことがあります。それは私が学生の頃、アルバイ

トで新聞配達をしていたときのことです。当時はまだ学生だったので、自転車で毎日１００軒ほどのお宅に夕刊

を配達していました。そんな冬の新聞配達には、とてもつらいことがあります。それは寒さと強風です。軍手を

二重にはめて配達をしていましたが、どうしても指先は冷たく、指はすぐにかじかんでしまいます。また、団地

やマンションなど、何軒かまとめて配達を終えて自転車に戻ってくると自転車が突風で倒れていて、かごに積ん

でいた、たくさんの新聞が道に散乱してしまったときには、もう泣きたくなるような気持ちになったものです。 

しかし、そんな配達の仕事をしていて、ときにはうれしいこともあるのです。それは配達をしたお家の人から、

「ごくろうさま」「寒い中、たいへんだね」とか、「いつもありがとうね」などとねぎらいの言葉をかけてもらう

ことでした。 

「ごくろうさま」「ありがとう」その一言をかけてもらうだけで、不思議とその時に感じていた寒さやつらさが、

いっぺんに吹き飛ぶのです。そして、漕いでいる自転車のペダルが軽くなったようにさえ感じたものです。もし

かしたら、みなさんも似たような経験をしたことがあるかもしれませんね。 

言葉って不思議です。たった一言で、相手を元気にしたり、うれしい気持ちにさせたり、幸せな気持ちにさせ

ることができるのですから。一言が持つ不思議なパワー、温かさ。私は「最も美しい言葉」は？と聞かれたら、

迷わずに「ありがとう」という言葉を選びます。 

「ありがとう」の持つ力で誰かを元気にしたり、勇気づけたり、ときにピンチから救ってあげられたらすばら

しいですね。』（学校朝会での講話より） 

 

奇しくも２月の生活目標は「友達の気持ちの変化に気づこう」で、具体目標として、①仲間の表情から気持ち

を考え思いやりのある行動をしよう、②「ありがとう」という言葉を大切にしよう、の２つが掲げられていまし

た。そして年間を通じ、本校では「他者への気遣いと貢献のできる生徒」を「目指す生徒像」に掲げています。

他者への優しさや思いやり、気遣いや貢献のベースには、相手に対するリスペクトとともに、「ありがとう」や「お

かげさまで」といった感謝の気持ちがあるはずです。 

とくにこの年度末、これまで一緒に過ごしてきたクラスの仲間に対する感謝の気持ちを持ってクラスの「解散」

を迎えてくれたらと思います。周囲への感謝の気持ちは、自分の心が充たされていることの裏返しでもあります。

その「感謝＝充足感」が新年度の新たなスタートの意欲、原動力となることでしょう。 

生徒たちの「ありがとう」の気持ちと言葉に包まれた、温かな年度末となることを願っています。 

 

 

 

２月１７日、ゲストティーチャーにＰＴＡ会長の     様をお 

迎えして、３年生が「狭山茶の淹れ方」について学びました。 

様は学校運営協議会の委員でもあり、生徒たちの“先輩”、 

本校ＯＢでもあります。地元入曽で狭山茶の生産・販売業を営むお 

立場から、家庭科の授業として狭山茶や市の特産品等に関するお話 

をしていただき、お茶の淹れ方の実習をご指導いただきました。地 

域の食材や食文化について体験的に学んだ生徒たち、家庭でも急須 

を使って家族のためにおいしい狭山茶を淹れてくれたらと思います。 
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１月下旬に生徒朝会が行われ、昨年１２月に任命さ

れた新生徒会長さんをはじめ、新生徒会本部役員のみ

なさんが抱負を述べて、それぞれの思いやビジョンを

全校生徒に伝えました。 

“一緒懸命”～地域とつながる入間野中学校～とい

う活動方針の下で 

生徒会活動を引っ 

張ってほしいと思 

います。旧生徒会 

長そして旧本部役 

員のみなさん、今 

までみんなのため 

にありがとうござ 

いました。 

 

 

 

狭山市立小中学校特別支援学級作品展 
１月３１日～２月３日、入曽地域交流センターで標

記の作品展が開催され、本校のなないろ学級も出展し

ました。今年度もメインの作品は「ちぎり絵」。昨年度 

以上に緻密に仕 

上げられた力作 

『幸せを呼ぶ猫』 

が会場でひとき 

わ存在感を放っ 

ていました。制作 

にあたったみな 

さんの努力が見 

て取れました。 

 

受賞、おめでとうございます！ 

★全国中学生人権作文コンテスト埼玉県大会所沢人権

擁護委員協議会地区予選で、２年の    さんが

「協議会長賞」を受賞しました。 

 

★第４２回狭山市卓球大会 

【女子】 優勝：     さん ３位：     さん 

【男子（中学１年の部）】３位：     さん 

 

★気象庁主催「みんなに見せて伝える！防災展示アイ

デアコンクール」において、２年      さんの

作品『地震が起こるメカニズムを知らせたい』が１次

審査で「熊谷地方気象台 

長賞」、その後、全国審査 

の２次審査に進み、「気象 

友の会賞｣に輝きました。 

熊谷地方気象台長様（写 

真左）がわざわざお越し 

くださり、賞状等を授与 

してくださいました。 


